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MALDI-TOF 質量分析法 
 

MALDI-TOF MSと統計解析ソフト 
eMSTAT SolutionTMを用いたA群溶血性 
レンサ球菌のemm1 型株識別 

 

LAAN-A-TM068

マトリックス支援レーザー脱離イオン化質量分析計
（MALDI-TOF MS）を用いた微生物同定法は、従来法と比べ
て迅速･簡便な微生物同定検査法として普及しつつあります。
MALDI-TOF MS の同定検査法としての地位は既に確立してい
るため、更なる展開として、同定以外の微生物検査にもMALDI
を応用しようとする取り組みも盛んに行われています。 
近年、A群溶血性レンサ球菌（GAS）を原因とする侵襲性
感染症が増加傾向にあります。その中でも emm1 型菌は病
原性が高く、その侵襲性感染症は劇症型を呈する例が有意に
多く、死亡率や後遺症残存率が高いといわれています。ここ
では、MALDI-TOF MS と統計解析ソフト eMSTAT Solution を
使って、病原性の高い emm1 型とその他の型の識別を行っ
た例を紹介します。 

K. Shima 

 材料と方法 
まず、侵襲性感染症由来 GAS 株の中で分離頻度が高い

emm1 型株と emm12 型株、emm28 型株、emm89 型株の
各 10 株を用いて、emm 型を識別可能なマーカーの探索を
行いました。 
上記 4 種の emm 型の菌株を血液寒天培地で 24 時間培養
後、エタノール・ギ酸抽出を行い、シナピン酸をマトリック
スとして用いて、AXIMA 微生物同定システムによる分析を
行いました。マーカーの再現性を担保するため、サンプルを
再度培養したコロニーから調製するなどして、各株毎に合計
9回の測定を行いました。各マススペクトルから得られたピ
ークリストを eMSTAT Solution ソフトウェアを用いて多変
量解析を行うことにより、emm 型の識別を試みました。さ
らに、B、C、G群溶血性レンサ球菌を含む、咽頭炎・扁桃炎
由来の 379 株を用いてブラインドテストを行いました。 

 結果 
A 群溶血性レンサ球菌 emm1 型とその他の型のマススペ

クトル例を図 1に示します。マススペクトルのパターンは互
いに似通っており、一見すると識別は困難と思われましたが、
eMSTAT Solution による多変量解析（アルゴリズム：PLS-DA）
を行ったところ、emm1 型とその他の型の 2 グループに分
けることができました（図 2）。 
 

 
図 2 A 群溶血性レンサ球菌の多変量解析結果（スコアプロット） 

 

 
図 1 A 群溶血性レンサ球菌 emm1型とその他の型のマススペクトル比較 
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さらに、emm1型とその他の型の識別に寄与するマーカー
ピークの探索を eMSTAT Solution を用いて行いました。探索
の結果、Peak Matrix の表から、m/z 10932 のピークが emm1
型の 90 サンプルすべてで検出されており、その一方、他の
型では全サンプルで未検出であることを確認することがで
きました（図 3）。該当するマススペクトルの質量範囲を確
認したところ、確かに、m/z 10932 のピークが emm1 型に
のみ検出されていることが確認できます（図 4）。 
次に、m/z 10932 のピークを指標に臨床分離株 379 株

（表 1）のブラインドテストを行いました。従来法の遺伝子
解析にて emm1 型が 379 株中 97 株と判定されたのに対し、
本手法ではその 97 株中 92 株（94.8 ％）が emm1型と判定
され、高い陽性一致率を示しました。また、本手法では、
emm1型株が非 emm1型株と判定されたのは 3株（emm11
型株（n=1）と emm28 型株（n=2））で、陰性一致率は 98.9 ％
でした（表 2）。 

 
図 3 Peak Matrix 機能によるマーカーピークの特定 

 

 
図 4 A 群溶血性レンサ球菌 emm1型と 
その他の型のマススペクトル拡大図 

 まとめ 
従来の emm 型別法では、培養と GAS の単離、PCR によ
る emm遺伝子の増幅、シーケンス解析と結果を得るまでに
3日間を要しました。一方、本手法を用いると、培養後十数
分で結果を得ることが可能です。本手法は、病原性の高い
emm1型を短時間で識別できる新しい手法として、今後の展
開が期待されます。 
 

表 1 ブラインドテストに用いた臨床分離株 
emm1 97 
emm2 2 
emm3 4 
emm4 31 
emm6 2 
emm9 7 
emm11 11 
emm12 92 
emm28 59 
emm75 6 
emm77 1 
emm89 58 
emm112 3 
Other 6 
TTotal 3379 

 
表 2 ブラインドテストの結果 

emm1型 
従来法（遺伝子解析） 

Total 
（+） （-）

質
量
分
析 

（+） 92 
（94.9 ％） 3 

（1.1 ％） 95 
（-） 5 

（5.2 ％） 279 
（98.9 ％） 284 

Total 97 282 379 
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